
個
人
市
民
税
の
恒
久
的
減
税
縮

小
な
ど
、
税
制
改
正
に
よ
っ
て
個

人
市
民
税
と
市
た
ば
こ
税
は
増
収

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
固
定
資

産
税
は
評
価
替
え
に
伴
う
家
屋
評

価
の
減
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
幅
な

減
収
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
市
税

全
体
で
は
対
前
年
度
で
一
億
五
千

万
円
、
〇
・
三
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
債
残
高
は
、
前
年
度
に
比
べ

約
十
億
円
縮
減
で
き
る
見
込
み
で

す
。
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
、
市
債

総
額
と
一
般
の
市
債
残
高
は
十
六

年
度
以
降
縮
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

赤
字
地
方
債
は
十
三
年
度
以
降
、

徐
々
に
増
加
。
こ
れ
は
国
の
財
源

不
足
や
減
税
政
策
に
よ
る
影
響
を

受
け
た
た
め
で
す
。

本
年
度
の
市
債
予
算
額
は
百
十

一
億
七
千
百
五
十
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
後
年
度
に
、
地
方
交
付

税
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
合
併
特
例
債
を
有
効
に
活
用
し

て
、
支
援
の
な
い
通
常
の
市
債
を

二
十
億
円
減
額
し
て
い
ま
す
。

国
の
三
位
一
体
改
革
で
は
、
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
の
大
幅

な
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
所

得
譲
与
税
は
国
庫
補
助
負
担
金
改

革
に
伴
う
財
源
補
て
ん
に
よ
っ
て

増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
昨
年

度
残
高
の
維
持
に
留
意
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出
の
内
訳
に
つ
い

て
は
、
右
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
す
。

予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
し
く

は
４
�
以
降
で
説
明
し
ま
す
。
主

な
施
策
を
「
新
生
前
橋
の
飛
躍
に

向
け
た
取
り
組
み
」「
地
域
特
性
を

活
か
し
た
『
生
命
都
市
』
へ
の
取

り
組
み
」「
主
要
八
分
野
の
施
策
推

進
の
具
体
的
な
展
開
」
の
三
つ
の

柱
に
分
け
て
、
主
な
事
業
の
展
開

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

３ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

市
議
会
で
高
木
市
長
が
説
明
し

た
予
算
の
概
要
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
　
　
　
◇

本
年
度
の
予
算
は
わ
た
し
が
掲

げ
る
「
元
気
で
楽
し
い
前
橋
」
の

実
現
に
、
さ
ら
に
近
づ
け
る
た
め

の
予
算
に
な
る
よ
う
編
成
し
ま
し

た
。
地
域
の
発
展
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
さ
ら
に
は
中
心
市
街
地

の
再
生
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
施

市税＝市民税、固定資産税、都市計画税、
市たばこ税、軽自動車税　市債＝市が特定
の事業に充てる長期的借入金　国庫支出金
＝国が使い道を指定し交付　譲与税・交
付金＝地方譲与税など国税の一部を地方に
交付　地方交付税＝自治体間の財源調整の
ため使い道を定めず国が交付　県支出金＝
県が使い道を指定し交付　その他＝使用料・
手数料や基金繰入金など

策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
中
核

市
移
行
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
。
新
生
前
橋
の
飛
躍
に
つ
な
が

る
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
◇

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

で
は
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
て
で

き
る
だ
け
市
民
負
担
を
増
や
す
こ

と
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
を
最
優
先
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
一
層
活
用
す

る
と
と
も
に
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
、

歳
出
予
算
の
効
率
化
に
よ
っ
て
財

政
の
健
全
化
に
も
ま
す
ま
す
努
め

て
い
ま
す
。

特
に
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
負
債

を
先
送
り
し
な
い
た
め
、
市
債
の

発
行
額
を
元
金
償
還
金
の
範
囲
内

に
抑
制
。
そ
の
結
果
、
十
億
円
余

り
の
市
債
残
高
を
縮
減
で
き
る
見

込
み
で
す
。
三
年
間
で
約
七
十
三

億
円
の
縮
減
と
な
り
、
着
実
に
財

政
の
健
全
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
◇

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算

規
模
は
、
総
額
千
百
八
十
九
億
五

千
五
百
九
十
一
万
円
で
、
対
前
年

度
比
二
・
二
％
の
増
。
国
で
示
す

地
方
財
政
計
画
の
マ
イ
ナ
ス
〇
・

七
％
増
を
大
幅
に
上
回
る
積
極
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

市
税
収
入
が
伸
び
悩
む
中
で
、

三
位
一
体
改
革
の
影
響
に
よ
る
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
が

減
少
す
る
一
方
、
少
子
高
齢
化
が

さ
ら
に
進
み
扶
助
費
な
ど
の
経
費

が
増
大
。
本
市
の
財
政
状
況
は
引

き
続
き
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
軽
自
動
車

税
を
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
税
で
き
る

よ
う
に
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
封
筒
な
ど
の
印
刷
物
に
広
告
を

掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
源

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
事
務
事
業
の
さ
ら
な
る

見
直
し
や
、
費
用
対
効
果
を
念
頭

に
置
い
て
、
実
効
性
の
あ
る
行
財

政
運
営
に
努
め
、
誰
も
が
安
全
に

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

ま
す
。

広報まえばし　平成１８年４月１日号　２

市税 
462.5 
38.9％ 

市債 
111.7 
9.4％ 

譲与税・ 
交付金 
101.1 
8.4％ 

国　庫 
支出金 
106.8 
9.0％ 

地　方 
交付税 
93.9 
7.9％ 

県支出金 
50.2 
4.2％ 

その他 
263.4 
22.2％ 

単位：億円 

計 
1,189.6

民生費＝身体障害者・高齢者・児童福祉、生
活保護など　土木費＝道路・公園の建設維持、
都市計画、土地区画整理など　教育費＝小中
学校、市立前橋、幼稚園、前橋工科大、社会
教育、保健体育など　公債費＝市の借入金や
利子償還金　商工費＝商工業や観光、消費生
活対策など　総務費＝市の内部管理、支所運
営など　衛生費＝健康づくり、ゴミ処理など
その他＝消防費、農林水産業費など

民生費 
291.6 
24.5％ 

土木費 
201.9 
17.0％ 

教育費 
164.3 
13.8％ 

公債費 
150.6 
12.7％ 

商工費 
139.3 
11.7％ 

総務費 
86.6 
7.3％ 

衛生費 
66.0 
5.5％ 

その他 
89.3 
7.5％ 

単位：億円 

計 
1,189.6
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1,060.3

110.6

1,170.9

1,095.0 1,253.1

210.9

1,464.0

1,173.0

252.3

1,425.3

1,117.9

283.0

1,400.9

1,084.3

306.6

1,390.9

※15年度以降は合併町村分を含む 

（億円） 
市債残高の推移 グラフ１ 赤字地方債 

一般の市債 

135.0135.0
1,230.01,230.0

（年度）

平
成
十
八
年
度
の
各
会
計
予
算
が
先
月
の
市
議
会
第
一
回
定
例

会
で
可
決
し
ま
し
た
。
総
額
二
千
四
百
十
一
億
五
千
二
百
十
四
万

円
余
り
。
こ
こ
で
は
主
な
事
業
や
施
策
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
な

お
、
金
額
の
一
万
円
未
満
は
端
数
整
理
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
予
算
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 積

極
型
の
予
算
で
事
業
を
進
め
ま
す

市
議
会
定
例
会
で
の
市
長
説
明
か
ら

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

本市のさらなる発展を目指して

一般会計 歳入

一
般
会
計
歳
出

●
市
税

●
市
債

●
そ
の
他

●
譲
与
税
・
交
付
金
な
ど

平成18年度各会計予算

会計名 当初予算額

1,189億5,591万円

273億1,775万円

一般会計

特
別
会
計

企
業
会
計

国民健康保険

275億7,330万円老人保健

257億8,379万円競輪

8億6,861万円農業集落排水事業

169億6,659万円介護保険

3,708万円簡易水道事業

985億4,712万円計

101億9,484万円水道事業

126億8,311万円下水道事業

7億7,116万円農業共済事業

236億4,911万円計

2,411億5,214万円合計

予算案を議会で説明する高木市長 予算案を議会で説明する高木市長 


